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第39回全国豊かな海づくり大会あきた大会の式典行事にご臨席になる天皇皇后両陛下

秋
田
県
行
幸
啓

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
ご
臨
場

令
和

天
皇
皇
后
両
陛
下

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
九
月
七
日
か
ら
八

日
の
二
日
間
の
日
程
で
秋
田
県
行
幸
啓
の

為
、
秋
田
市
開
催
の
「
第
39
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
」
へ
の
ご
臨
場
、
併
せ

て
地
方
事
情
ご
視
察
に
よ
り
訪
問
さ
れ

た
。
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
は
、
全

国
植
樹
祭
、
国
民
体
育
大
会
と
並
び
三
大

行
幸
啓
の
一
つ
。
新
両
陛
下
は
こ
れ
に
皇

太
子
夫
妻
時
代
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
民

文
化
祭
も
加
わ
り
四
大
行
幸
啓
と
な
る
。

両
陛
下
の
ご
即
位
を
記
念
し
た
今
大
会
の

テ
ー
マ
は
「
海
づ
く
り
つ
な
が
る
未
来
豊

か
な
地
域
」
。
海
づ
く
り
大
会
と
は
、
水

産
資
源
の
保
護
・
管
理
と
海
や
湖
沼
・
河

川
の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に

訴
え
る
と
と
も
に
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業

の
推
進
を
通
じ
て
、
明
日
の
わ
が
国
漁

業
の
振
興
と
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
56
年
に
第
1
回
が
大

分
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
第
39
回
の
海
づ

く
り
大
会
式
典
会
場
と
な
っ
た
秋
田
県

立
武
道
館
は
、
秋
田
の
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー
ン
と
し
て
秋
田
市
に
建
設
さ
れ

た
。
県
民
が
親
し
み
や
す
く
、
「
開
か

れ
た
武
道
館
」
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
、

木
材
建
築
の
モ
チ
ー
フ
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
、
太
陽
熱
や
自
然
光
を
取
り

入
れ
る
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極

的
に
活
用
し
、
暖
か
い
空
間
を
作
り
上

げ
て
い
る
。

今
年
5
月
の
ご
即
位
後
、
初
め
て
の
海

づ
く
り
大
会
に
ご
臨
場
さ
れ
た
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

式
典
行
事
な
ど
に
参
加
さ
れ
た
。
式
典

行
事
で
は
、
天
皇
陛
下
は
「
豊
か
な
海

の
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
水
産

資
源
を
保
護
・
管

理
し
、
海
の
恵
み

と
美
し
さ
を
次
世

代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
大
切
な
使
命
で

あ
る
と
考
え
ま

す
。
（
一
部
抜

粋
）
」
と
お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
他
、
各
表
彰
や
最
優
秀
賞
の
小
学

3
年
生
の
朗
読
発
表
に
続
き
、
両
陛
下

か
ら
漁
業
関
係
者
へ
ハ
タ
ハ
タ
、
サ
ク

ラ
マ
ス
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
の
稚

魚
等
が
お
手
渡
し
さ
れ
た
。
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
は
、
台
風
15
号
の
影
響
を
受

け
、
式
典
後
の
放
流
・
歓
迎
行
事
へ
の

ご
臨
席
は
取
り
や
め
た
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
７
日
午
前
中
、

羽
田
発
の
特
別
機
で
秋
田
県
に
入
ら
れ

た
。
秋
田
空
港
到
着
後
、
市
内
の
県
林

業
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
と
同
市
内
の
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
視
察
さ
れ
た
。

夕
方
か
ら
海
づ
く
り
大
会
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
ご
臨
席
に
な
ら
れ
た
。
会

場
は
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ご
臨
席
の
前

に
海
づ
く
り
大
会
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
作
品
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
。

海
づ
く
り
大
会

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
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終
戦
か
ら
74
年
の
８
月
15
日
、
日
本
武
道
館
に
て
政
府
主
催
の

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
な
わ
れ
、
即
位
後
初
め
て
戦
後
生
ま

れ
の
天
皇
陛
下
は
皇
后
さ
ま
と
参
列
し
「
本
日
、
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
、
に
当
た
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
臨
み
、
さ
き
の
大
戦
に
お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
失

っ
た
数
多
く
の
人
々
と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み
を
新

た
に
い
た
し
ま
す
。
終
戦
以
来
74
年
、
人
々
の
た
ゆ
み
な
い
努

力
に
よ
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
築
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
多
く
の
苦
難
に
満
ち
た
国
民
の
歩
み
を
思
う
と

き
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
長
き
に
わ
た

る
平
和
な
歳
月
に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
こ
こ
に
過
去
を
顧
み
、

天
皇
陛
下
追
悼
の
意
「
深
い
反
省
」

終
戦
か
ら
74
年

深
い
反
省
の
上
に
立
っ
て
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、

戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
、
全
国
民
と
共

に
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表

し
、
世
界
の
平
和
と
我
が
国

の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま

す
。
」
と
お
言
葉
を
の
べ
ら

れ
た
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
や
安
倍

晋
三
首
相
、
戦
没
者
遺
族
ら

約
七
千
人
が
参
列
し
た
。
上

皇
さ
ま
が
追
悼
式
で
使
わ
れ

て
い
た
「
深
い
反
省
」
な
ど

の
表
現
を
踏
襲
し
、
令
和
時

代
の
平
和
を
祈
念
さ
れ
た
。

国
歌
斉
唱
の
後
、
安
倍
首
相

が
式
辞
で
「
私
た
ち
が
享
受

し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
は
、

戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な

い
。
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
。
こ
の
誓
い

は
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令

和
の
時
代
で
も
決
し
て
変
わ

る
こ
と
は
な
い
」
と
哀
悼
の

意
を
表
明
し
た
。
宮
内
庁
に

よ
る
と
、
上
皇
ご
夫
婦
は
住

ま
い
の
皇
居
・
吹
上
仙
洞
御

所
で
式
典
の
様
子
を
テ
レ
ビ

で
見
守
り
、
黙
と
う
し
た
。


